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１．はじめに 

塩釜市新浜地区は、軟弱な粘土地盤が厚く堆積す

る海底を未改良のまま埋め立てた土地である。同地

区では継続的な地盤沈下、さらに地震動によって沈

下が加速することが報告されている。 

本報告は、塩釜市新浜地区にて新たに採取した試

料を用いて土質試験を行い、塩釜粘土の圧密特性を

確認したものである。 

 

２．調査位置と対象地区の地質 

図－1は今回試料を採取したボーリングの位置を

示している。図－2は図－1上の B-B断面の地質断面

図である。これより、埋立土の下には軟弱な粘土層

が厚く分布していることが分かる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

図－1 調査位置と今回のボーリング位置 

(左側は Google マップに加筆) 

 

 

図－2 地質断面図（B-B断面） 

３．試験方法 

対象地区の軟弱な粘性土の圧密特性を把握するこ

とを目的として土質試験を行った。物理試験として、

土粒子の密度試験(JIS A 1202)、土の含水比試験(JIS 

A 1203)、土の液性限界・塑性限界(JIS A 1205)、力

学試験として、標準圧密試験(JIS A 1217)を行った。

圧密試験は、同じ深度の不攪乱試料、攪乱試料の 2

種類の供試体により実施した。なお、攪乱試料は試

料をビニールに入れて手もみ作業で 5分間練り返し

たものを使用した。 

 

４．試験結果 

（１）土質特性 

図－3は今回の土質試験で得られた結果を基に作

成した土性図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 土性図 

粘土層の土粒子の密度は 2.51g/cm³、土の湿潤密度

は 1.38g/cm³である。また、自然含水比、液性限界は

ともに高含水域に分布していることが分かる。 

 

（２）圧密試験結果 

図－4に不攪乱試料の e-log p 曲線を示す。上部に

位置する初期間隙比 e₀が 4に近い粘土は、圧縮指数

Cc がほぼ 2となっており、圧縮性が大きいといえる。

また、図－5に攪乱試料の e-log p曲線を示している。 
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図－4 不攪乱試料の      図－5 攪乱試料の 

         e-log p曲線          e-log p曲線 

 

５．考察 

図－6は上部の粘土である T-2、図－7は下部の粘

土である T-14の e-log p曲線を示した。 

 

図－6 T-2(上部)       図－7 T-14(下部) 

            e-log p曲線              e-log p曲線 

 

これらの図から、圧密降伏応力pCでの不攪乱試料

と攪乱試料の間隙比の差をΔe’とすると、pCが大き

く深度の深い粘土のほうがΔe’は小さくなること

が確認できる。さらに、Δe’と液性限界wL、塑性指

数IPを比較した結果を今西・月館らの試験結果¹⁾と

比較したものをそれぞれ図－8、図－9に示す。 

 

図－8 Δe’-wL関係図     図－9 Δe’-IP関係図 

 

これらより、深度の深い下部の粘土のほうがΔe’

は小さいということが分かる。加えてwL、IPの値が

大きいとΔe’の値も大きくなっている。 

また、今西・月館ら¹⁾は、塑性限界wPは土の骨格

構造を考えるにあたって重要な指標であると考え、

圧密圧力 pが増加するにつれて、攪乱試料の間隙比 e

が不攪乱試料の間隙比 eに漸近することについてwP

と e-log p曲線の関係から考察した。これより、図

－10のように e-log p曲線をモデル化した。これは、

不攪乱試料の正規圧密領域の直線と攪乱試料の直線

の交点を Aとし、それに対応する間隙比を e’として

いる。この e’と塩釜粘土の塑性限界における間隙比

epの関係を図－11に示す。 

なお、epは各試験で得られた含水比、飽和度から

求めた。 

  

図－10 モデル図      図－11 e’-ep関係図 

 

図－11より、ほとんどが e’=ep線の近くに分布し

ている。特に今回の試験結果は e’=ep線付近に分布

していることからも、e’とepは相関関係にあること

が確認できる。 

 

６．まとめ 

今回の土質試験結果から塩釜粘土は、Ccが 1～2

を超えているものもあり、圧縮性が大きいと判断で

きる。また、Δe’はwL、IPと関係があるということ

が分かった。さらに、e’とepの関係性については今

回の試験結果からも一定の相関が確認できた。しか

し、データ量は不十分であり、今後さらにデータの

集積をしながら検討を行っていきたい。 
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